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新鮮凍結血漿融解時の温度低下により析出したクリオプレシピテートの 2事例
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事例 1：A病院にて FFP-LR240を輸血したところ，
血液バッグ中に直径約 2cmの凝集塊が発見されたため
輸血は中止された．病棟では当該 FFPを洗面器中のぬ
るま湯で温度計を使用せず融解していた．事例 2：B
病院の ICUにて FFP-LR240を輸血中に直径約 3cm
の凝集塊が発見された．融解中の温度は恒温槽により
37℃に維持され，温度異常を示すアラームもなかった
が，恒温槽とほぼ同等の容量となる 2本の FFP-LR240
を融解していたため，温湯の循環が不十分であったと
推察された．両事例とも製剤は血液センターに返品さ
れ，37℃による融解試験で凝集塊が融解したことから，
融解時の温度低下により析出したクリオプレシピテー
ト１）であると判断された．温度管理性能が保証されてい
ない機器等を用いて融解する場合は，温度計を用いて
融解温度が 30～37℃に維持されていること，また，恒

温槽であっても融解容器内の温度が不均一にならない
ように注意する必要がある．さらに，融解時間の不足
により，融解直後の製剤の内部温度が低い場合，輸血
開始までの間に析出が進行するおそれ２）もあるため，輸
血前に浮遊物等がないか確認することも重要である．
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